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学齢期の高次脳機能障害の子どもが抱える修学・
学校生活の困難・ニーズと教育支援の課題

―保護者調査から―

髙橋 智
（東京学芸大学教授、日本特殊教育学会副理事長）

共同研究者 池田理恵子

本日の内容（50分）

①教育支援における本人・当事者の視点

本人・当事者の困難・ニーズの調査から具体的な教
育支援の手掛かりを探る。

②見えにくい「感覚や身体面の困難」への支援

発達障害との共通性、感覚統合障害（感覚過敏・鈍
麻）、睡眠・覚醒リズムの調節困難、自律神経の脆弱
性に起因する温度変化等への対応の難しさや自律神
経発作等

③高次脳機能障害を特別支援教育の対象に



１．問題の所在

� 学齢期学齢期学齢期学齢期のののの高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害のののの子子子子どものどものどものどもの教育支援教育支援教育支援教育支援のののの現状現状現状現状

野口ら（２００５）
「学齢期の高次脳機能障害児に関する統計はほとんどなく、教育
的支援状況を示す資料も少ない」

2007年度年度年度年度にににに文部科学省文部科学省文部科学省文部科学省がががが特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの制度化制度化制度化制度化

高次脳機能障害は病弱教育、発達障害との重なりも大き
いが、学齢期の高次脳機能障害の特別支援は、未だ
試行錯誤の段階

○○○○高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害のののの子子子子どものどものどものどもの復学復学復学復学

・・・・栗原ら（2002）

「脳損傷児の大半は、退院後通常学級に戻っていくが、復学後

の学校生活は決して順調と言えず、その原因の多くが高次脳

機能障害によっている」

・野口ら（2005）

「学校では必ずしも適切な支援がされず、学習上の困難ばかり

でなく、学校適応上の困難や友人関係のトラブル、いじめなど、

学校生活には様々な困難が顕在化する」

学校場面学校場面学校場面学校場面ののののストレスストレスストレスストレス、、、、いじめいじめいじめいじめ、、、、友人友人友人友人がいないがいないがいないがいない、、、、

⇒⇒⇒⇒孤立孤立孤立孤立、、、、不登校不登校不登校不登校、、、、暴力等暴力等暴力等暴力等のののの学校不適応学校不適応学校不適応学校不適応



○○○○高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害のののの障害認識障害認識障害認識障害認識
〈本人〉

・中山（1993）「高次能機能障害は、損傷以前のセルフ･イメージ
とのギャップから自己効力感等の低下が生じる場合もある」

〈保護者〉

・栗原ら（2002）「受傷前の子どもへの思い入れが強く認められる
ことから、家族が障害を正しく認識できないことが多い」

学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける支援支援支援支援がががが不十分不十分不十分不十分なためなためなためなため、、、、本人本人本人本人・・・・家族家族家族家族のののの障害障害障害障害
のののの理解理解理解理解・・・・受容受容受容受容がががが困難困難困難困難なこともなこともなこともなことも学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける不適応不適応不適応不適応のののの
一因一因一因一因となっているとなっているとなっているとなっている。。。。

○これまでの先行研究

・医学的リハビリテーションに関しては、少しずつ知見が整理・蓄
積されつつある。

・多くの高次脳機能障害児が、学習面のみならず、学校生活全

般で困難を有している（栗原：2002）。

本人本人本人本人・・・・当事者当事者当事者当事者のののの困難困難困難困難・・・・ニーズニーズニーズニーズやややや具体的具体的具体的具体的なななな教育支援教育支援教育支援教育支援などなどなどなど
のののの詳細詳細詳細詳細についてのについてのについてのについての検討検討検討検討はなおはなおはなおはなお不十分不十分不十分不十分



２２２２．．．．報告報告報告報告のののの目的目的目的目的

本報告では、学齢期段階の高次脳機能障
害を有する本人およびその家族が、就学・
修学および学校生活においてどのような
困難・ニーズを持っているのかを調査し、
高次脳機能障害の子どもの教育支援の課
題を明らかにする。

３．方 法

（１）調査対象：

学齢期に高次脳機能障害を有して就学・復学を経験し
た子どもの保護者。

（２）調査方法：

高次脳機能障害の当事者団体等のご支援のもと、調査
協力が得られた82名の保護者の方々に質問紙調査法
を実施した。あわせて了承を得られた10名の保護者の
方々に聞き取り調査を行った。



（３)調査内容

①本人の状況(高次脳機能障害の症状チェックリスト等)

②学習面の困難・ニーズ

③学校生活面(友人・対人関係等)の困難・ニーズ

④進路面（移行支援）の困難・ニーズ

⑤復学先の選択

⑥家族のニーズ

⑦今後の対応

（４)調査期間：

2007年11月～12月

４４４４．．．．結結結結 果果果果
１１１１））））本人本人本人本人のののの状況状況状況状況

表表表表１１１１ 現在現在現在現在のののの年齢年齢年齢年齢 ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝７５７５７５７５

表表表表２２２２ 受傷時受傷時受傷時受傷時のののの年齢年齢年齢年齢 ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝７５７５７５７５

・現在の状況は、在学中と既卒が半々。
・受傷原因は交通事故によるものが最も多かった(69.3％）。

００００～～～～１０１０１０１０代代代代 34343434人人人人 45.345.345.345.3％％％％

２０２０２０２０代代代代 28282828人人人人 37.337.337.337.3％％％％

３０３０３０３０代代代代 10101010人人人人 13.313.313.313.3％％％％

４０４０４０４０代以上代以上代以上代以上 3333人人人人 4.04.04.04.0％％％％

就学前就学前就学前就学前 15151515人人人人 20.020.020.020.0％％％％

小学時小学時小学時小学時((((７７７７歳歳歳歳～～～～１２１２１２１２歳歳歳歳)))) 35353535人人人人 46.746.746.746.7％％％％

中学時中学時中学時中学時((((１３１３１３１３歳歳歳歳～～～～１５１５１５１５歳歳歳歳)))) 8888人人人人 10.710.710.710.7％％％％

高校時高校時高校時高校時((((１６１６１６１６歳歳歳歳～～～～１８１８１８１８歳歳歳歳)))) 17171717人人人人 27.727.727.727.7％％％％



表表表表３３３３ 復学先復学先復学先復学先のののの学校学校学校学校 ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝７５７５７５７５

表４ 障害者手帳取得状況 ｎ＝７５

表表表表５５５５ 手帳種手帳種手帳種手帳種のののの内訳内訳内訳内訳 （（（（複数回答複数回答複数回答複数回答）））） ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝７３７３７３７３

・退院後はほとんどが元の学校（通常学級）に戻っている。

・障害者手帳を所有していない方が21.3％いる。

持持持持っているっているっているっている 59595959人人人人 78.778.778.778.7％％％％

持持持持っていないっていないっていないっていない 16161616人人人人 21.321.321.321.3％％％％

通常学級へ復学 52人 69.3％

特別支援学級に復学 8人 10.7％

特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校へへへへ転学転学転学転学 8888人人人人 10.710.710.710.7％％％％

復学復学復学復学できなかったできなかったできなかったできなかった（（（（退学退学退学退学）））） 6666人人人人 8.08.08.08.0％％％％

身体障害者手帳身体障害者手帳身体障害者手帳身体障害者手帳 41414141人人人人 56.156.156.156.1％％％％

療育手帳療育手帳療育手帳療育手帳 18181818人人人人 24.724.724.724.7％％％％

精神保健福祉手帳精神保健福祉手帳精神保健福祉手帳精神保健福祉手帳 14141414人人人人 19.219.219.219.2％％％％

図図図図１１１１ 高次脳機能障害症状高次脳機能障害症状高次脳機能障害症状高次脳機能障害症状のののの項目別一人当項目別一人当項目別一人当項目別一人当たりたりたりたりチェックチェックチェックチェック率率率率 ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝７５７５７５７５

・・・・注意障害、記憶障害、遂行機能障害のチェック率が特に高い。
・「復学当時」に比べて「現在」のチェック率が有意に低くなってい
る。しかし「行動と情緒の障害」は復学当時と現在を比べてほとん
どチェック率に差が見られなかった。

子子子子どものどものどものどもの脳脳脳脳はははは大大大大きなきなきなきな発達発達発達発達のののの可塑性可塑性可塑性可塑性・・・・再生力再生力再生力再生力があるためがあるためがあるためがあるため、、、、
適切適切適切適切なななな発達支援発達支援発達支援発達支援・・・・教育支援対応教育支援対応教育支援対応教育支援対応によってによってによってによって状態像状態像状態像状態像のののの変変変変
化化化化・・・・改善改善改善改善がががが十分十分十分十分にににに期待期待期待期待できるできるできるできる。。。。
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２）学習面における困難・ニーズ

表６ 学習の困難の有無 ｎ＝７５

・・・・全体全体全体全体のののの約約約約90%90%90%90%のののの方方方方がががが学習学習学習学習のののの困難困難困難困難があるとがあるとがあるとがあると答答答答えたえたえたえた。。。。

・・・・特特特特にににに「「「「記憶力記憶力記憶力記憶力」」」」にににに問題問題問題問題をををを抱抱抱抱えているものがえているものがえているものがえているものが多多多多くくくく見見見見られたられたられたられた。。。。

・・・・記憶力記憶力記憶力記憶力のののの他他他他にもにもにもにも「「「「全全全全くくくく集中集中集中集中できないできないできないできない」「」「」「」「単純単純単純単純なななな計算計算計算計算はできるがはできるがはできるがはできるが

文章題文章題文章題文章題だとだとだとだと理解理解理解理解できないできないできないできない」」」」などのなどのなどのなどの声声声声がががが多多多多くくくく聞聞聞聞かれたかれたかれたかれた。。。。

多様多様多様多様なななな高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害のののの症状症状症状症状がががが重複重複重複重複しながらしながらしながらしながら、、、、それそれそれそれ

ぞれがぞれがぞれがぞれが学習上学習上学習上学習上のののの困難困難困難困難のののの要因要因要因要因となっていることがとなっていることがとなっていることがとなっていることが伺伺伺伺えるえるえるえる。

学習学習学習学習のののの困難困難困難困難があるがあるがあるがある 67676767人人人人 89.389.389.389.3％％％％

学習学習学習学習のののの困難困難困難困難はないはないはないはない 1111人人人人 1.31.31.31.3％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし 7777人人人人 9.39.39.39.3％％％％

「「「「書書書書くことくことくことくこと、、、、読読読読むことむことむことむこと、、、、記憶力記憶力記憶力記憶力」」」」のののの困難困難困難困難 ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝７５７５７５７５
学習面において、とくに記憶力に問題を抱えていると推察できる

書書書書くことくことくことくこと 読読読読むことむことむことむこと 記憶力記憶力記憶力記憶力

問題問題問題問題ないないないない 51人 68.0％ 54人 72.0％ 9人 12.0％％％％

少少少少しししし問題問題問題問題ありありありあり 14人 18.7％ 11人 14.7％ 34人 45.3％％％％

問題問題問題問題がががが大大大大きいきいきいきい 7人 9.3％ 6人 8.0％ 29人 38.7％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし 3人人人人 4.0％％％％ 4人人人人 5.3％％％％ 3人人人人 4.0％％％％



� 「書くこと」「読むこと」については約7割の回
答者が「問題ない」と回答している。一方、「
記憶力」について「問題ない」と回答したの
はわずか９名（12.0％）であり、84％が問題
ありと回答している。高次脳機能障害当事
者は学習面において、とくに記憶力に問題
を抱えていると推察できる。

「学習の困難がある」と回答しているものは67名で全体の89.3％
を占め、具体的に困難が見られる教科を尋ねると「全ての教科で

困難である」、あるいは「国語」「算数・数学」に困難を抱えている
という回答が比較的多かった

全全全全てのてのてのての教科教科教科教科でででで困難困難困難困難 ２６２６２６２６人人人人 １４１４１４１４．．．．４４４４％％％％

国語国語国語国語 ２８人 １５１５１５１５．．．．４４４４％％％％

算数算数算数算数／／／／数学数学数学数学 ２９人 １５１５１５１５．．．．９９９９％％％％

理科理科理科理科 ２２人 １２１２１２１２．．．．１１１１％％％％

社会社会社会社会 １７人 ９９９９．．．．３３３３％％％％

音楽音楽音楽音楽 １０人 ５５５５．．．．５５５５％％％％

図工図工図工図工 １５人 ８８８８．．．．２２２２％％％％

体育体育体育体育 １３人 ７７７７．．．．１１１１％％％％

技術技術技術技術････家庭家庭家庭家庭 ６人 ３３３３．．．．３３３３％％％％

英語英語英語英語 １５人 ８８８８．．．．２２２２％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし １１１１人人人人 ００００．．．．６６６６％％％％



・学習上の困難に対して特別な対応が行われたとの回答

は57.3%にとどまっている。

・高次脳機能障害の理解が不十分なため、適切な支援が

なされていなかったり、放置されている。

⇒発達障害との困難とも共通し、特別支援の必要性

表７ 学習面における特別な対応の有無 ｎ＝７５

特別特別特別特別なななな対応対応対応対応がががが行行行行われたわれたわれたわれた 43434343人人人人 57.3%57.3%57.3%57.3%

特別特別特別特別なななな対応対応対応対応はははは行行行行われなかったわれなかったわれなかったわれなかった 22222222人人人人 29.3%29.3%29.3%29.3%

回答回答回答回答なしなしなしなし 10101010人人人人 13.313.313.313.3％％％％

「テストを読んだだけでは理解できないので別室でテストを聞き
書きで行ってくれた」「覚えるまで同じ漢字を宿題にしてくれるな
ど子どものペースでゆっくり対応してくれた」など、本人に合わせ
た指導・個別指導に関する記述が多かった

本人本人本人本人にににに合合合合わせたわせたわせたわせた指導指導指導指導、、、、個別指導個別指導個別指導個別指導（（（（補習補習補習補習））））をしてくれたをしてくれたをしてくれたをしてくれた ２４２４２４２４人人人人

体育体育体育体育のののの授業授業授業授業のみのみのみのみ個別個別個別個別のののの配慮配慮配慮配慮があったがあったがあったがあった（（（（部分参加部分参加部分参加部分参加、、、、補助補助補助補助）））） ５５５５人人人人

特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級でででで対応対応対応対応してもらったしてもらったしてもらったしてもらった ５５５５人人人人

補助教員補助教員補助教員補助教員をつけてもらったをつけてもらったをつけてもらったをつけてもらった。。。。 ４４４４人人人人

特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校でででで個個個個にににに応応応応じたじたじたじた対応対応対応対応がががが行行行行われたわれたわれたわれた ４４４４人人人人

本人本人本人本人のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを尊重尊重尊重尊重しできるだけしできるだけしできるだけしできるだけ希望希望希望希望をををを聞聞聞聞いてくれたいてくれたいてくれたいてくれた（（（（授業授業授業授業
へのへのへのへの部分参加等部分参加等部分参加等部分参加等））））

２２２２人人人人

病院病院病院病院････施設施設施設施設とととと連携連携連携連携してしてしてして学習学習学習学習をををを見見見見てもらったてもらったてもらったてもらった １１１１人人人人

積極的積極的積極的積極的にににに声声声声かけやかけやかけやかけやフォローフォローフォローフォローをしてくれたをしてくれたをしてくれたをしてくれた １１１１人人人人

友人友人友人友人ととととペアペアペアペアをををを組組組組ませてませてませてませて（（（（当番制当番制当番制当番制））））学習学習学習学習するするするする方法方法方法方法があったがあったがあったがあった １１１１人人人人



学習面における保護者の要望の有無については「要望を出した
」42名（56.0％）、「特に要望は出さなかった」26人（34.7％）と回
答している。要望の内容は「個別指導」や「高次脳機能障害の理
解」に関する記述が多く見られた。

本人本人本人本人にあったにあったにあったにあった個別指導個別指導個別指導個別指導をしてほしいをしてほしいをしてほしいをしてほしい １２１２１２１２人人人人

高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害のののの理解理解理解理解 ８８８８人人人人

補助教員補助教員補助教員補助教員をつけてほしいをつけてほしいをつけてほしいをつけてほしい ６６６６人人人人

具体的具体的具体的具体的なななな指導法指導法指導法指導法やややや目標目標目標目標 ６６６６人人人人

集中力低下集中力低下集中力低下集中力低下のためのためのためのため行事行事行事行事・・・・授業授業授業授業のののの部分参加部分参加部分参加部分参加などをなどをなどをなどを認認認認めてめてめてめて
ほしいほしいほしいほしい

１１１１人人人人

座席座席座席座席をををを前前前前にしてほしいにしてほしいにしてほしいにしてほしい １１１１人人人人

宿題宿題宿題宿題のののの量量量量をををを考慮考慮考慮考慮してほしいしてほしいしてほしいしてほしい １１１１人人人人

一方、要望を出さない理由としては「学校に期待して
いない。理解されないと思ったから」「勉強については
諦めていたから」などの記述が目立った

出出出出してもしてもしてもしても無理無理無理無理、、、、理解理解理解理解されないとされないとされないとされないと思思思思ったからったからったからったから ７７７７人人人人

勉強勉強勉強勉強についてはについてはについてはについては仕方仕方仕方仕方ないとないとないとないと諦諦諦諦めていたからめていたからめていたからめていたから ６６６６人人人人

保護者保護者保護者保護者にににに障害障害障害障害のののの知識知識知識知識がなかったからがなかったからがなかったからがなかったから ３３３３人人人人

納得納得納得納得していたからしていたからしていたからしていたから ２２２２人人人人

普通普通普通普通のののの子子子子とととと同同同同じようにじようにじようにじように接接接接してもらいたいからしてもらいたいからしてもらいたいからしてもらいたいから ２２２２人人人人

本人本人本人本人がががが友達友達友達友達とととと違違違違うことをすることをうことをすることをうことをすることをうことをすることを嫌嫌嫌嫌がるからがるからがるからがるから １１１１人人人人



３）学校生活面(友人・対人関係等)における
困難・ニーズ

表８ 学校生活(友人･対人関係等)における困難 ｎ＝７５

表表表表９９９９ 具体的具体的具体的具体的なななな問題問題問題問題（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答）））） ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝１２７１２７１２７１２７

抱抱抱抱えているえているえているえている問題問題問題問題があったがあったがあったがあった 54545454人人人人 72.072.072.072.0％％％％

特特特特にににに問題問題問題問題はなかったはなかったはなかったはなかった 15151515人人人人 20.020.020.020.0％％％％

障害障害障害障害をををを理解理解理解理解されずされずされずされず友達友達友達友達ができないができないができないができない、、、、孤立孤立孤立孤立 ３７３７３７３７人人人人 ２９２９２９２９．．．．１１１１％％％％

いじめにあういじめにあういじめにあういじめにあう ２８２８２８２８人人人人 ２２２２２２２２．．．．００００％％％％

本人本人本人本人がががが暴言暴言暴言暴言をををを吐吐吐吐いてしまういてしまういてしまういてしまう １４１４１４１４人人人人 １１１１１１１１．．．．００００％％％％

自分自分自分自分からすぐにからすぐにからすぐにからすぐに手手手手をををを出出出出してしまうしてしまうしてしまうしてしまう １２１２１２１２人人人人 ９９９９．．．．４４４４％％％％

不登校不登校不登校不登校 ９９９９人人人人 ７７７７．．．．１１１１％％％％

非行非行非行非行やややや暴力行為暴力行為暴力行為暴力行為 ５５５５人人人人 ３３３３．．．．９９９９％％％％

表９ 担任や学校の対応 （記述式）

・・・・全体の72％の方が「問題があった」と回答した。

・とくに友人・対人関係の困難が大きい。

・学校・教師の対応として、適切な指導を行うという教師もい

たが、障害への無理解のためにとくに対応がなかった、一方

的に叱られたという記述も見られた。

・・・・特特特特にににに対応対応対応対応はなかったはなかったはなかったはなかった、、、、無理解無理解無理解無理解・・・・無関心無関心無関心無関心（（（（１６１６１６１６人人人人））））

・・・・一方的一方的一方的一方的にににに叱叱叱叱られたりられたりられたりられたり、、、、謝謝謝謝らされたりらされたりらされたりらされたり、、、、我慢我慢我慢我慢することもしばしばすることもしばしばすることもしばしばすることもしばしば（（（（７７７７人人人人））））

・・・・なるべくなるべくなるべくなるべく目目目目をををを離離離離さないようにさないようにさないようにさないように気気気気をををを配配配配ってくれってくれってくれってくれ、、、、そのそのそのその都度都度都度都度、、、、クラスメイトクラスメイトクラスメイトクラスメイトにににに適切適切適切適切
なななな指導指導指導指導をしてくれたをしてくれたをしてくれたをしてくれた（（（（６６６６人人人人））））

・・・・理解理解理解理解してしてしてして対応対応対応対応はしてくれることもあったがはしてくれることもあったがはしてくれることもあったがはしてくれることもあったが、、、、解決解決解決解決にはにはにはには至至至至らなかったらなかったらなかったらなかった（（（（３３３３人人人人））））



学校生活を送る上での家族の負担の有無
58名（77.4％）の保護者が「負担がある」と回答、その内容は「学習面での
サポート」29.0％、「学校に理解を求める努力」27.7％が上位を占めた。「
学校に理解を求める努力」では「いじめなど友人関係での問題が生じた
時に対応を求めたり要望を出す」という意見が多かった。「学習面でのサ
ポート」では「学校でできない部分を家で復習、練習して対応する」という
保護者が多くいた。「送り迎え」「日常的な付き添い」と回答する保護者も
多く、身体に障害のある場合は、復学の際に学校側から付き添いを条件
とされているケースもあった。

送送送送りりりり迎迎迎迎ええええ ３４３４３４３４人人人人 ２１２１２１２１．．．．９９９９％％％％
日常的日常的日常的日常的なななな付付付付きききき添添添添いいいい ２２人 １４１４１４１４．．．．２２２２％％％％
学校学校学校学校にににに理解理解理解理解をををを求求求求めるめるめるめる努力努力努力努力 ４３人 ２７２７２７２７．．．．７７７７％％％％
学習面学習面学習面学習面でのでのでのでのサポートサポートサポートサポート ４５人 ２９２９２９２９．．．．００００％％％％
そのそのそのその他他他他 教育委員会への理解を求める努力 ２人 １１１１．．．．３３３３％％％％

障害を受け入れるという事自体に １人 ００００．．．．７７７７％％％％
他のきょうだいへの対応 ３人 １１１１．．．．９９９９％％％％
問題が起きるたびに学校に行く事 ３人 １１１１．．．．９９９９％％％％
学校に行く気のない本人を行かせる事 １人 ００００．．．．７７７７％％％％
学校学校学校学校ととととリハビリリハビリリハビリリハビリ通院通院通院通院のののの行行行行きききき来来来来などなどなどなど １１１１人人人人 ００００．．．．７７７７％％％％

学校生活を行うための家庭の工夫

塾塾塾塾・・・・家庭教師家庭教師家庭教師家庭教師、、、、福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスなどをなどをなどをなどを利用利用利用利用 ７７７７人人人人
親親親親のののの思思思思いはいはいはいは積極的積極的積極的積極的にににに学校学校学校学校にににに伝伝伝伝えるようにしたえるようにしたえるようにしたえるようにした ７７７７人人人人

保護者保護者保護者保護者でできるかぎりでできるかぎりでできるかぎりでできるかぎりフォローフォローフォローフォローをしたをしたをしたをした（（（（持持持持ちちちち物物物物チェックチェックチェックチェック、、、、連絡連絡連絡連絡ノーノーノーノー
トトトト利用利用利用利用））））

６６６６人人人人

担任担任担任担任やややや学校学校学校学校とはとはとはとは常常常常にににに連絡連絡連絡連絡をををを取取取取りりりり合合合合うようにしたうようにしたうようにしたうようにした ４４４４人人人人
学校学校学校学校にににに積極的積極的積極的積極的にににに関関関関わるわるわるわる、、、、PTA役員役員役員役員になるになるになるになる ３３３３人人人人

学校学校学校学校のののの友人友人友人友人をををを積極的積極的積極的積極的にににに家家家家にににに招招招招きききき、、、、話話話話やややや遊遊遊遊びのびのびのびの中中中中でででで本人本人本人本人をををを理解理解理解理解
してもらおうとしたしてもらおうとしたしてもらおうとしたしてもらおうとした

２２２２人人人人

子子子子どもどもどもども同士同士同士同士ののののトラブルトラブルトラブルトラブルにもにもにもにも親親親親がががが積極的積極的積極的積極的にににに介入介入介入介入しししし声声声声かけをしたかけをしたかけをしたかけをした ２２２２人人人人

きょうだいがきょうだいがきょうだいがきょうだいが本人本人本人本人のことでいじめられることもありのことでいじめられることもありのことでいじめられることもありのことでいじめられることもあり、、、、きょうだいとのきょうだいとのきょうだいとのきょうだいとの
関関関関わりもわりもわりもわりも大切大切大切大切にしたにしたにしたにした

２２２２人人人人

きょうだいによくきょうだいによくきょうだいによくきょうだいによく面倒面倒面倒面倒をををを見見見見てもらったてもらったてもらったてもらった ２２２２人人人人
本人本人本人本人のののの話話話話をとにかくをとにかくをとにかくをとにかく聞聞聞聞くくくく、、、、状態全状態全状態全状態全てをてをてをてを受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる ２２２２人人人人
父父父父母会母会母会母会でででで保護者保護者保護者保護者にににに障害障害障害障害についてについてについてについて説明説明説明説明したしたしたした １１１１人人人人
授業授業授業授業でででで直直直直接子接子接子接子どもにどもにどもにどもに話話話話をするをするをするをする機機機機会会会会をつくってもらったをつくってもらったをつくってもらったをつくってもらった １１１１人人人人
学校学校学校学校をををを休休休休まないようにまないようにまないようにまないように規則正規則正規則正規則正しいしいしいしい生活生活生活生活をさせたをさせたをさせたをさせた １１１１人人人人
必要必要必要必要なことやなことやなことやなことや約束約束約束約束事事事事はははは手帳手帳手帳手帳にににに書書書書かせていたかせていたかせていたかせていた。。。。 １１１１人人人人



学校生活面での要望の内容

クラスクラスクラスクラス替替替替えではえではえではえでは理解理解理解理解のあるのあるのあるのある友人友人友人友人とととと同同同同じじじじクラスクラスクラスクラスにしてほしいにしてほしいにしてほしいにしてほしい、、、、
いじめたいじめたいじめたいじめた子子子子とととと離離離離れさせてほしいれさせてほしいれさせてほしいれさせてほしい

11人人人人

いじめへのいじめへのいじめへのいじめへの適適適適切切切切なななな対応対応対応対応をしてほしいをしてほしいをしてほしいをしてほしい ５５５５人人人人
子子子子どもどもどもども同士同士同士同士のかかわりをのかかわりをのかかわりをのかかわりを大切大切大切大切にできるようにできるようにできるようにできるよう配慮配慮配慮配慮してほしいしてほしいしてほしいしてほしい ４４４４人人人人
密密密密にににに連絡連絡連絡連絡をとることをとることをとることをとること、、、、相談相談相談相談することすることすることすること ３３３３人人人人
自発性自発性自発性自発性がががが低低低低いのでいのでいのでいので積極的積極的積極的積極的なななな声声声声かけをしてほしいかけをしてほしいかけをしてほしいかけをしてほしい ２２２２人人人人
高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害であることをわかってもらいたいであることをわかってもらいたいであることをわかってもらいたいであることをわかってもらいたい。。。。 ２２２２人人人人
興奮興奮興奮興奮したときにはしたときにはしたときにはしたときには一一一一人人人人になれるになれるになれるになれる場所場所場所場所をををを確確確確保保保保してほしいしてほしいしてほしいしてほしい １１１１人人人人
行事行事行事行事へのへのへのへの部分的部分的部分的部分的なななな参加参加参加参加をををを認認認認めてほしいめてほしいめてほしいめてほしい １１１１人人人人

取取取取りりりり残残残残されがちなのでされがちなのでされがちなのでされがちなので集集集集団団団団行行行行動動動動のののの中中中中でのでのでのでの配慮配慮配慮配慮をしてほしをしてほしをしてほしをしてほし
いいいい、、、、気気気気にかけてほしいにかけてほしいにかけてほしいにかけてほしい

１１１１人人人人

父父父父兄兄兄兄へのへのへのへの対応対応対応対応をしてほしいをしてほしいをしてほしいをしてほしい １１１１人人人人
病院病院病院病院とのとのとのとの連携連携連携連携をとってほしいをとってほしいをとってほしいをとってほしい １１１１人人人人

復学時における学校の対応
「必要な対応が行われた」と回答した保護者33名（44.0％）、「必
要な対応は行われなかった」と回答した保護者は28名（37.3％）。
「必要な対応が行われた」場合の具体的な内容については「病
院関係者と話し合いなど連携をとってくれた」という記述が多く見
られた。「必要な対応は行われなかった」という回答の中には「学
校に復学の受け入れを拒否された」という意見もみられた。

病院関病院関病院関病院関係係係係者者者者とととと話話話話しししし合合合合いなどいなどいなどいなど連携連携連携連携をとってくれたをとってくれたをとってくれたをとってくれた １６１６１６１６人人人人
介助員介助員介助員介助員をつけてくれたをつけてくれたをつけてくれたをつけてくれた、、、、探探探探してくれたしてくれたしてくれたしてくれた ４４４４人人人人

掲示掲示掲示掲示物物物物やややや学級学級学級学級便便便便りでりでりでりで入院中入院中入院中入院中もももも本人本人本人本人のののの様様様様子子子子をををを常常常常ににににクラクラクラクラ
ススススにににに知知知知らせてくれらせてくれらせてくれらせてくれ、、、、戻戻戻戻りやすいりやすいりやすいりやすい雰囲雰囲雰囲雰囲気気気気をつくってくれたをつくってくれたをつくってくれたをつくってくれた

３３３３人人人人

忘忘忘忘れてしまったれてしまったれてしまったれてしまった授業授業授業授業のののの復習復習復習復習をしてくれたをしてくれたをしてくれたをしてくれた。。。。 ２２２２人人人人
通常学級通常学級通常学級通常学級へのへのへのへの部分的部分的部分的部分的なななな参加参加参加参加からからからから始始始始めためためためた ２２２２人人人人
すすすすぐぐぐぐにににに復学復学復学復学させてくれてさせてくれてさせてくれてさせてくれて学校学校学校学校ががががリハビリリハビリリハビリリハビリのののの場場場場になったになったになったになった １１１１人人人人
肢肢肢肢体体体体不自由不自由不自由不自由のののの特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級をををを開開開開設設設設してくれたしてくれたしてくれたしてくれた １１１１人人人人
手手手手すりをつけるなどすりをつけるなどすりをつけるなどすりをつけるなど要要要要望望望望をををを聞聞聞聞いてくれたいてくれたいてくれたいてくれた。。。。 １１１１人人人人
家庭家庭家庭家庭とのとのとのとの連絡連絡連絡連絡をををを十十十十分分分分にににに取取取取ろろろろうとしてくれたうとしてくれたうとしてくれたうとしてくれた。。。。 １１１１人人人人



復学復学復学復学にあたってにあたってにあたってにあたって一番心配一番心配一番心配一番心配だっただっただっただったことことことこと ｎｎｎｎ＝＝＝＝７５７５７５７５

「学習についていけるか」という回答が最も多く、ついで「友人

関係でうまくやっていけるか」。
復学時における病院側の支援の有無は「あった」26人（34.7％）
「なかった」29人（38.7％）という回答がほぼ半数ずつ、支援があ
る場合には「学校側との話し合いの場をもってくれた、学校に説
明してくれた」という回答が多く見られた。

学習学習学習学習についていけるかについていけるかについていけるかについていけるか ３０３０３０３０人人人人 ４０４０４０４０．．．．００００％％％％

友人関係友人関係友人関係友人関係でうまくやっていけるかでうまくやっていけるかでうまくやっていけるかでうまくやっていけるか １９人 ２５２５２５２５．．．．４４４４％％％％

生活上生活上生活上生活上のののの配慮配慮配慮配慮がなされるかどうかがなされるかどうかがなされるかどうかがなされるかどうか １２人 １６１６１６１６．．．．００００％％％％

特特特特になしになしになしになし ４人 ５５５５．．．．３３３３％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし １０１０１０１０人人人人 １３１３１３１３．．．．３３３３％％％％

復学当時復学当時復学当時復学当時にににに悩悩悩悩みをみをみをみを相談相談相談相談できたできたできたできた人人人人････場場場場
（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答）ｎ＝）ｎ＝）ｎ＝）ｎ＝１８２１８２１８２１８２

最も多い回答は「家族」の45名（24.7％）であり、次いで「病院関
係者」「学校教師」「友人」が27人（14.8％）。

家族家族家族家族 ４５４５４５４５人人人人 ２４２４２４２４．．．．７７７７％％％％

病院関係者病院関係者病院関係者病院関係者 ２７人 １４１４１４１４．．．．８８８８％％％％

学校教師学校教師学校教師学校教師 ２７人 １４１４１４１４．．．．８８８８％％％％

友人友人友人友人 ２７人 １４１４１４１４．．．．８８８８％％％％

家族会家族会家族会家族会 ２３人 １２１２１２１２．．．．６６６６％％％％

校外相談機関校外相談機関校外相談機関校外相談機関 １０人 ５５５５．．．．６６６６％％％％

そのようなそのようなそのようなそのような人人人人はいないはいないはいないはいない １１人 ６６６６．．．．００００％％％％

親類親類親類親類 ８人 ４４４４．．．．４４４４％％％％

ボランティアボランティアボランティアボランティア ０人 ００００．．．．００００％％％％

そのそのそのその他他他他 ０人 ００００．．．．００００％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし ４４４４人人人人 ２２２２．．．．３３３３％％％％



高次脳機能障害にある程度心の整理がつい

た時期 ｎ＝７５

「現在もまだついていない」29名（38.7％）が最も高く、ついで「３
年以上」17名（22.7％）。「３年以上」という回答のなかには受障
から10数年と回答するものも多く、「高次脳機能障害という診断
がついた時期」「学齢期が終わった時」という回答も見られた。

受障受障受障受障～～～～１１１１年未満年未満年未満年未満 ９９９９人人人人 １２１２１２１２．．．．００００％％％％

１１１１年年年年～～～～２２２２年年年年 ５人 ６６６６．．．．７７７７％％％％

２２２２年年年年～～～～３３３３年年年年 ８人 １０１０１０１０．．．．７７７７％％％％

３３３３年以上年以上年以上年以上 １７人 ２２２２２２２２．．．．７７７７％％％％

現在現在現在現在もまだついていないもまだついていないもまだついていないもまだついていない ２９人 ３８３８３８３８．．．．７７７７％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし ７７７７人人人人 ９９９９．．．．２２２２％％％％

高次脳機能障害児高次脳機能障害児高次脳機能障害児高次脳機能障害児のののの教育支援教育支援教育支援教育支援においてにおいてにおいてにおいて必要必要必要必要ななななことことことこと

（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答）））） ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝２１４２１４２１４２１４

「教育･医療･福祉の連携」「学校と保護者の連携」「障害理解を
進めるための校内研修」「専門職員の配置」「個別指導の充実」
などが望まれている。

教育教育教育教育････医療医療医療医療････福祉等福祉等福祉等福祉等外外外外部機関部機関部機関部機関とのとのとのとの連携連携連携連携 ４９４９４９４９人人人人 ２２２２２２２２．．．．９９９９％％％％

学校学校学校学校とととと保護者保護者保護者保護者のののの連携連携連携連携 ４４人 ２０２０２０２０．．．．６６６６％％％％

障害理解障害理解障害理解障害理解をををを進進進進めるためのめるためのめるためのめるための校内校内校内校内研修研修研修研修 ３８人 １７１７１７１７．．．．８８８８％％％％

専門専門専門専門教員教員教員教員のののの配配配配置置置置 ３３人 １５１５１５１５．．．．４４４４％％％％

個別指導個別指導個別指導個別指導のののの充実充実充実充実 ２２人 １０１０１０１０．．．．３３３３％％％％

教員教員教員教員のののの加配加配加配加配 １４人 ６６６６．．．．５５５５％％％％
教育教育教育教育相談相談相談相談 ８人 ３３３３．．．．７７７７％％％％
校内設校内設校内設校内設備備備備等等等等のののの環境整備環境整備環境整備環境整備 ３人 １１１１．．．．４４４４％％％％
そのそのそのその他他他他 ０人 ００００．．．．００００％％％％
回答回答回答回答なしなしなしなし ３３３３人人人人 １１１１．．．．４４４４％％％％



高次脳機能障害児の教育支援において教師

に求めること ｎｎｎｎ＝＝＝＝75
半数の保護者が「高次脳機能障害の知識を持ってほしい」と回
答

高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害のののの知識知識知識知識をををを持持持持ってほしいってほしいってほしいってほしい ３７３７３７３７人人人人 ４９４９４９４９．．．．３３３３％％％％
障害障害障害障害児児児児教育教育教育教育のののの専門性専門性専門性専門性をををを持持持持ってほしいってほしいってほしいってほしい １２人 １６１６１６１６．．．．００００％％％％
保護者保護者保護者保護者のののの意意意意見見見見にもっとにもっとにもっとにもっと耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けてほしいけてほしいけてほしいけてほしい ５人 ６６６６．．．．７７７７％％％％
個別個別個別個別のののの配慮配慮配慮配慮をををを充実充実充実充実させてほしいさせてほしいさせてほしいさせてほしい ９人 １２１２１２１２．．．．００００％％％％

教育方教育方教育方教育方針針針針等等等等についてについてについてについて、、、、詳詳詳詳しくしくしくしく説明説明説明説明してほししてほししてほししてほし
いいいい

１人 １１１１．．．．３３３３％％％％

クラスクラスクラスクラスメメメメートートートートにににに対対対対してしてしてして理解理解理解理解のためののためののためののための指導指導指導指導をををを
してほしいしてほしいしてほしいしてほしい

２人 ２２２２．．．．７７７７％％％％

そのそのそのその他他他他 ５人 ６６６６．．．．７７７７％％％％
回答回答回答回答なしなしなしなし ４４４４人人人人 ５５５５．．．．３３３３％％％％

復学当初復学当初復学当初復学当初ののののそれなりそれなりそれなりそれなりのののの配慮配慮配慮配慮

関関関関わるわるわるわる教師教師教師教師、、、、周囲周囲周囲周囲のののの状況状況状況状況のののの変化変化変化変化

「「「「理解理解理解理解、、、、発達支援発達支援発達支援発達支援のののの乏乏乏乏しさしさしさしさ」」」」

「「「「孤立化孤立化孤立化孤立化・・・・いじめいじめいじめいじめ・・・・不適応不適応不適応不適応」」」」



４）進路面(移行支援)における困難・ニーズ

表１０ 進路で抱えていた不安 ｎ＝７５

・「「「「進学先進学先進学先進学先」」」」とととと「「「「卒業後卒業後卒業後卒業後のののの就労就労就労就労」」」」にににに不安不安不安不安をををを抱抱抱抱くくくく保護者保護者保護者保護者がががが多多多多いいいい。。。。

・ 通常学級通常学級通常学級通常学級とととと特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校・・・・学級学級学級学級のののの選択選択選択選択にににに葛藤葛藤葛藤葛藤しているしているしているしている保護保護保護保護
者者者者がががが多多多多くくくく見見見見られたられたられたられた 。。。。

・・・・ 多少多少多少多少のののの困難困難困難困難はあったとしてもはあったとしてもはあったとしてもはあったとしても通常学級通常学級通常学級通常学級へのへのへのへの進学進学進学進学をををを希望希望希望希望するするするする
方方方方がががが多多多多いいいい。。。。

・・・・ 通常学級通常学級通常学級通常学級とととと特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校のののの「「「「中間中間中間中間」」」」のののの学校学校学校学校がががが欲欲欲欲しいというしいというしいというしいという記記記記
述述述述。。。。

不安不安不安不安があるがあるがあるがある 54545454人人人人 72.072.072.072.0％％％％

特特特特にににに不安不安不安不安はないはないはないはない 6666人人人人 8.08.08.08.0％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし 15151515人人人人 20.020.020.020.0％％％％

就労について
表１２ 既卒の高次脳機能障害当事者の現況 ｎ＝３９

・・・・ 卒後は一般就労の希望が多いが、既卒の当事者の状

況では一般就労をしている方は少数（17.9％）である。

有職者有職者有職者有職者 ：：：：一般就労一般就労一般就労一般就労 7777人人人人 17.917.917.917.9％％％％

：：：：福祉的就労福祉的就労福祉的就労福祉的就労 9999人人人人 23.123.123.123.1％％％％

無職者無職者無職者無職者 23232323人人人人 59.059.059.059.0％％％％



４）保護者と学校のかかわり

表１３ 学習面、学校生活面、進路面の保護者の要望の比較 ｎ＝７５

学習面では学校に要望を出すものが多いが、学校生活面、進路面について
の学校に要望を出すものは少ない。

⇒・学校生活面の問題は見えにくく、保護者が子どもの様子を

把握しきれていない。

・進路においては教師に相談するよりも家族で解決しようとする

傾向にあることが示された。

学習面学習面学習面学習面 学校生活面学校生活面学校生活面学校生活面 進路面進路面進路面進路面

要望要望要望要望をををを出出出出したしたしたした 42424242人人人人

56.056.056.056.0％％％％

26262626人人人人

34.734.734.734.7％％％％

7777人人人人

9.39.39.39.3％％％％

要望要望要望要望をををを出出出出さなかったさなかったさなかったさなかった 29292929人人人人

38.738.738.738.7％％％％

37373737人人人人

49.349.349.349.3％％％％

9999人人人人

12.012.012.012.0％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし 16161616人人人人

21.321.321.321.3％％％％

35353535人人人人

46. 746. 746. 746. 7％％％％

24242424人人人人

32.032.032.032.0％％％％

表１４ 学習面、学校生活面、進路面における学校と保護者の共通理解
度の比較 ｎ＝７５

学習面学習面学習面学習面、、、、学校学校学校学校生活生活生活生活面面面面ではではではでは学校学校学校学校側側側側とのとのとのとの共共共共通理解通理解通理解通理解があまりできていないがあまりできていないがあまりできていないがあまりできていない傾傾傾傾
向向向向にあったにあったにあったにあった。。。。進路進路進路進路面面面面においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、「「「「回答回答回答回答なしなしなしなし」」」」のののの割割割割合合合合がとくにがとくにがとくにがとくに目目目目立立立立ったったったった。。。。

・・・・進路進路進路進路にににに関関関関してはしてはしてはしては具体的具体的具体的具体的なななな展望展望展望展望をもてないをもてないをもてないをもてない保護者保護者保護者保護者がががが多多多多くくくく、、、、学校学校学校学校

とととと保護者保護者保護者保護者、、、、外部外部外部外部のののの関連機関関連機関関連機関関連機関とのとのとのとの連携連携連携連携のののの不十分不十分不十分不十分さがさがさがさが示唆示唆示唆示唆されるされるされるされる。。。。

学習面学習面学習面学習面 学校生活面学校生活面学校生活面学校生活面 進路面進路面進路面進路面

共通理解共通理解共通理解共通理解ができなができなができなができな
かったかったかったかった

28282828人人人人

37.337.337.337.3％％％％

35353535人人人人

46.946.946.946.9％％％％

12121212人人人人

16.016.016.016.0％％％％

共通理解共通理解共通理解共通理解ができたができたができたができた 25252525人人人人

33.333.333.333.3％％％％

39393939人人人人

52.052.052.052.0％％％％

11111111人人人人

14.714.714.714.7％％％％

回答回答回答回答なしなしなしなし 28282828人人人人

37.337.337.337.3％％％％

23232323人人人人

30.730.730.730.7％％％％

24242424人人人人

32.032.032.032.0％％％％



４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに

①高次脳機能障害の子どもの多くは、元の通常
学級に復学、あるいは進学する。

⇒外見から障害がわかりにくい場合が多く、周
囲からの理解・支援が得にくいために 、学校生
活においても多様な困難を抱え、適切な支援が
行われにくい傾向にあることが明らかになった。

② 「高次脳機能障害に対する理解の普及」と

「他職種・家族と学校の連携」にとくに高いニー
ズが示された。

⇒・高次脳機能障害への理解の普及啓発。

・適切な復学先、進学先への移行がなされる
よう、様々な機関との連携の中での支援に関
する検討が必要。



〈今後の課題〉

・本人本人本人本人のののの困難困難困難困難・・・・ニーズニーズニーズニーズ調査調査調査調査

・・・・小中高校小中高校小中高校小中高校のののの教師教師教師教師へのへのへのへの調査調査調査調査

・・・・通常学級在籍通常学級在籍通常学級在籍通常学級在籍とととと特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校・・・・学級在籍学級在籍学級在籍学級在籍のののの高次高次高次高次
脳機能障害児脳機能障害児脳機能障害児脳機能障害児のののの教育実態教育実態教育実態教育実態のののの比較検討比較検討比較検討比較検討

・・・・教育系大学教育系大学教育系大学教育系大学のののの特別支援教育担当教授特別支援教育担当教授特別支援教育担当教授特別支援教育担当教授へのへのへのへの高次高次高次高次
脳機能脳機能脳機能脳機能障害障害障害障害にににに関関関関するするするする講義講義講義講義・・・・演習調査演習調査演習調査演習調査
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